
埼玉県立松山女子高等学校の部活動の在り方に関する方針について 

 

１ 活動の基本方針  

（１） 共通の目標に向かって努力する仲間とともに自主的・自発的に行う活動を通して多くの生徒

に喜びと生きがいをもたらし、学校生活を豊かで充実したものにする。 

（２） 学級や学年を離れた集団の中で、互いに認め合い、励まし合い、高め合いながら自己の存

在や責任を見つめ、豊かな人間性や社会性を育成する。 

（３） 計画的で効果的な活動の実践をとおして部活動の充実をすすめ、生徒一人一人の個性・能

力の伸長や体力の向上・健康の増進を図る。 

 

２ 指導体制の整備について 

(1) 各部活動は活動方針、年間・月間の活動計画及び活動実績を作成し、保護者会や文

書等により生徒及び保護者に周知し、円滑な部活動運営に努める。 

(2) 各部活動では顧問教諭による指導体制のもと活動状況に応じて専門性を有する外部

指導者を効果的に活用することができる。 

(3) 各部活動の活動状況等について、生徒の安全の確保や指導の充実を図るため管理職

による視察を適宜実施する。 

 

３ 具体的な活動の進め方について 

(1) 各部活動で使用施設や設備の点検を定期的に実施し、生徒の安心安全の確保に努め

る。 

(2) 効果的・効率的な練習メニューや指導方法を取り入れ、生徒間トラブルや生徒事故

の未然防止に努めるなど風通しの良い円滑な部活動運営を行う。 

(3) 部活動費用（部費など）を徴収する際は、校長名による通知等を通じて保護者の理

解を得るとともに適正な会計処理を行う。 

 

４ 適切な休養日等の設定について 

(1) 原則として週２日以上の休養日を設ける（この場合土日のいずれか１日を含める）。 

  ただし、大会やコンクール等により、これを実施できない場合は年間を通して相応

の休養日を確保する。 

(2) 定期考査１週間前及び定期考査期間中の部活動は原則として禁止とする。ただし、

考査期間中及び考査終了後に大会等が予定されている場合は、2 時間を超えない程度で

の練習を行うことができる。 

(3) 全体での活動時間は準備時間やウォーミングアップ、クールダウン時間を含めずに

平日は２時間以内とし、通常の完全下校時間は午後 7 時とする。なお、休業日は同様

に３時間程度とする。 

(4) 長期休業中は、(1)の休養日の設定に準じると共に、連続する３日以上の休養日を設

定する。ただし、長期休業中に行われる合宿については、その性質上から一律に活動

時間を制限するものではなく、生徒の健康状態を鑑み、心身の過度の負担とならない

よう配慮した綿密な計画の下で行うこととする。 

 

 

 



【方針策定の趣旨及び運用上の留意事項】 

1 趣旨 

 本校における部活動は、生徒全員が参加することを原則とし、顧問の指導の下、学校教育の一

環として行われ、松女生としての学校生活の充実及び松山女子高校の活性化に大きく寄与してき

た。 

 また、部活動は、異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教員等との好ましい人間関係の構

築を図るとともに、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養に資するなど、生徒の

多様な学びの場として、教育的意義は極めて大きい。 

 こうしたことから、生徒が生涯にわたって豊かな生活を実現する資質・能力を育む基盤として、部

活動を持続可能なものとするためにも、ここに「埼玉県立松山女子高等学校の部活動の在り方に

関する方針」を策定した。 

 

2 運用上の留意事項 

(1) 指導体制の整備について 

 ●２-(1) 「年間・月間の活動計画及び活動実績を作成」とは… 

  現在作成提出している部活動計画書を引き続き行うこと 

 ●2-(2) 「顧問教諭による指導体制のもと」とは… 

  部活動のイニシャティブはあくまで顧問教諭(学校側)にあることを意味している 

 ●2-(2) 「外部指導者を効果的に活用することができる」とは… 

  外部指導者の活用については、費用負担など保護者の合意と理解のもとで慎重に行うこと 

 

(2) 具体的な活動の進め方について 

 ●3-(1) 「週 2 日以上の休養日を設ける（この場合土日のいずれか１日を含める）」とは… 

  週２日以上の休養日において、必ず一日は週休日を含むことを意味しているものであり、土日

の 2 日を休養日としても当然かまわないが、平日 2 日を休養日とすることはできない。 

 

(3) 適切な休養日等の設定について 

 ●4-(1)の「年間を通して相応の休養日を確保する」とは… 

  シーズン中により土日の休養日を確保できない場合は、年間のトータルで週２日以上の休養

日を確保できるように活動計画を立てることを意味している。その際に、考査中の活動休止期間

を休養日としてカウントしても差し支えない。 

  (例)年間 52 週×休養日 2 日間=104 日間の休養日 ※ただし、半数は週休日 

 ●4-(2)の「考査終了後に大会等が予定されている場合」とは… 

  考査終了後とは、概ね 2 週間以内とし、大会等については高体連や高文連及び特業対象と

なる各種コンクールを対象とする。 

 ●4-(3)の「休業日は同様に３時間程度」とは… 

  平日にも適用されることであるが、全体での活動時間を意味するものであり、自主練はこれに

相当しないものと考えられる。また、休業日の練習試合も原則として 3 時間程度とするがグルー

プ分けを行い、それぞれが 3 時間程度の活動を行うなどの運用上の工夫は考えられる。 

   

 


